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施肥窒素を減量したサトイモ栽培と窒素吸収特性

猪 野誠 ・鈴木健司・斉藤研二
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千葉県における2004年のサトイモ栽培面積は2,390ha、

産出額は約37億円で、いずれも全国１位である（関東農

政局千葉統計･情報センター、2005a、2005b)。主産地は、

印膳地域の八街市・富里市、山武地域の山武町（現山武

市)･芝山町で、土壌は表層腐植質黒ボク土(火山灰土)が

主体である。本県に多い作型は、８～９月に収穫する早

掘り栽培と11月を中心に収穫する普通掘り栽培である。

サトイモ栽培は生育期間が５～７か月と長く、生育中に

数回土寄せ作業を行い、その際に追肥をする。

千葉県施肥基準（1994年策定）によるサトイモのｌＯａ

当たり窒素施用量は、基肥と追肥を合わせて早掘り栽培

が14kg、普通掘り栽培が18kgである（千葉県、1994)。ま

た、産地の施肥例では、早掘り栽培が15～18kg、普通掘

り栽培が16～23kgの記載がある（林、1985;池淫、2001；

北田、2006)。いずれも化学肥料による成分量で、これに

加えて家畜糞尿などの堆肥が施用されている。

一方、河川や地下水などの公共用水域に硝酸態窒素及

び亜硝酸態窒素の環境基準値（１０ppm）が1999年に示され、

その汚染源の一つとして農地に投入される窒素肥料が指

摘された（熊漂、1999)。千葉県の農地おける窒素収支の

試算によると、面積（ha）当たりの農地で余剰となる平

均窒素量は89kgで、特に飼料作･花き･野菜は363～478ｋｇ

と多い（八槙ら、2003)。一般に野菜栽培では窒素施用量

が多く、農地に残存した余剰な窒素成分は、地下水の硝

酸態窒素濃度を高める危険性がある。

そこで、生産性を確保しつつ、環境への窒素負荷を最

小限に抑える施肥法を策定する目的で、緊急技術開発促
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進事業「主要露地野菜の安定生産のための窒素施用法の

確立」（1999～2002年）を実施した。本事業の中で、サト

イモを対象に減窒素栽培試験を行い、有効な施肥法と窒

素吸収特性を明らかにしたので報告する。

試験の実施と取り纏めに当たり、当研究センター次長

の甲田暢男氏並びに元生産環境部長の小野敏通氏には貴

重なご助言を頂いた。ここに記して厚く感謝を申し上げ

る。

Ⅱ材料及び方法

試験は、千葉県佐原市（現香取市）の千葉県農業試験

場北総営農指導所畑作営農研究室（現千葉県農業総合研

究センター北総園芸研究所畑作園芸研究室）の露地圃場

（表層腐植質黒ボク土）で、1999年から2002年までの４

か年間にわたって実施した。

サトイモの作型は、本県で代表的な早掘り栽培（３月

植付け、８～９月収種）及び普通掘り栽培（４～５月植

付け、１１～12月収穫）とした。

１．早掘りサトイモの栽培概要及び試験区の構成

早掘りサトイモの栽培概要を第１表に示した。栽培様

式は、透明ポリエチレンフィルムを用いた２条植えの平

畦マルチ栽培で、第１回目の追肥時にフィルムを除去し、

ベッド間の畦間を２回土寄せした。３月24～30日に品種

「石川早生」をlOa当たり4,444株植付け、８月20日～９

月１３日に収種した。生育日数は146～167日であった。試

験圃場の前作物は、ニンジン、ニラ、スイートコーン及

びダイズとした。



試験年次(年）

第１表早掘りサトイモの栽培概要

試験区

(基肥の施用法）

追肥基肥植付け

(月／日）（月／日）

収穫生育日数

(月／日）（日）

栽培様式

(各年次共通）
試験年次前作物

（年）

２．普通掘りサトイモの栽培概要及び試験区の構成

普通掘りサトイモの栽培概要を第３表に示した。栽培

様式は、透明ポリエチレンフィルムを用いた単条植えの

平畦マルチ栽培で、第１回目の追肥時にフィルムを除去

し、畦間を３回土寄せした。４月１４日～５月８日に品種

(月／日）（月／日）

1４

[灘:灘謹
ニンジン

ニラ

スイートコーン

ダイズ

9／１

９/13

8/20

8/2２

3/24

3/30

3/27

3/2６

3/24

3/30

3/27

3/2６

6/28

6/21

6/１９

６/1９

1６１

１６７

１４６

１４９

'999

2000

2001

2002
１7/18

7/2３

基肥はCDU-S555(15-15-15)を全面全

層、追肥は化成８号(8-8-8)を条施用

注ｌ）作型はマルチ早掘り栽培で、第１回目の追肥時にフィルムを除去。供試品菰は「石川早生｣。

面全層及びベッド部施用区、追肥なしで基肥にNKロング

140日タイプを半量混和したベッド部施用区を設けた。

2001年試験は、標準区窒素施用量の60％量で基肥の全面

全層及びベッド部施用区、追肥は標準区と同量とし基肥

に60％量のベッド部施用(窒素67％量)区を設けた。２００２

年試験は、すべて標準区窒素施用量の60％量とし、基肥

の全面全層及びベッド部施用区を設けた。試験規模は１

区45㎡の２反復とした。

リン酸及び加里は各試験区とも同量とした。基肥と追

肥を合わせたlOa当たりの成分量は、1999年がそれぞれ

16.6kg，2000～2002年が25kgとし、過リン酸石灰及び硫

酸加里で調整した。なお、堆肥は無施用とした。

早掘りサトイモ施肥窒素の試験区構成を第２表に示し

た。千葉県施肥基準（千葉県、1994）及び産地の実例を

考慮し、lOa当たり施肥窒素成分量を12kｇ（基肥10kg，追

肥２kg）とする標準区を、無窒素区とともに４か年の試

験に供した。標準区の基肥は、CDU-S555（窒素15％一リ

ン酸15％－加里15％）を圃場全面に、追肥は化成８号(窒

素８％－リン酸８％－加里８％）を１回または２回に分

けてベッド間の畦間に施用後、ロータリ耕で混和した。

試験開始の1999年は、標準区の基肥・追肥の窒素施用

量を同率に30％、６０％及び150％とした試験区を設けた。

２年目以降の窒素を減量した試験区は、前年の収量及び

品質調査結果を考慮して設定した。すなわち、2000年試

験は、すべて標準区窒素施用量の60％量とし、基肥の全

第２表早掘りサトイモ施肥窒素の試験区構成

基肥・追肥とも標準区の30％量

〃６０％量

同上（基肥はベッド部施用）

追肥なし、基肥成分の半量をNKロング
140日タイプ(20-0-13）

基肥は標準区60％量ベッド部施用
追肥は標準区と同量

基肥・追肥とも標準区の150％量

窒素(kg/10a）

千葉県農業総合研究センター研究報告第６号（2007）

○
○

試験区の内容

「土垂」をlOa当たり1,818株植付け、１１月12日～12月２０

日に収種した。生育日数は202～225日であった。試験圃

場の前作物は、エダマメ、カンショ、ゴボウ及びラッカ

セイとした。

０
０
０
２

●
●
●
ｐ

３
６
６
７

'999200020012002基肥追肥計

０．６

１．２

１．２

０．０

標準（全面全層）
Ｎ100％

無窒素

○○○○1０．０２．０１２．０

○○○○０．００．００．０

○
○
○

○
○

Ｎ３０%(全面全層）

Ｎ６０%(全面全層）

Ｎ６０%(ベッド部Ａ）

Ｎ６０%(ベッド部Ｂ）

○
○

６
２
２
２

●
●
●
●

３
７
７
７

Ｎ６７%(ベッド部）

N150%(全面全層）

注１）堆肥は各年度とも無施用とした。

２）リン酸、加里は各試験区とも同量とした。1999年はそれぞれ16.6kg/lOa（基肥+追肥)、2000～2002年は25kg/10aとし、不足分は過リン酸石灰及び

硫酸加里で鯛整した。

６．０２．０８． ０

１５．０３．０１８．０○

○



窒素(kg/lOa）

第３表普通掘りサトイモの栽培概要

試験区の内容

追肥試験年次前作物
（年）

基肥植付け

(月／日）（月／日）

収穫生育日数

(月／日）（日）

栽培様式

(各年次共通）

'999200020012002基肥追肥計

(月／日）（月／日）

1５

エダマメ

カンショ

ゴボウ

ラッカセイ

4/１４

５／８

４/24

4/2３ [離礁農,１
4/１６

５／９

４/26

4/2４

6/15

7／５

６/26

6/1９

8/11

8/21

8／９

８／６

11/16

12/20

11/19

11/1２

'999

2000

2001

2002

214

225

207

202

○○○○１０．０８．０１８．０

○○○○０．００．００．０

注ｌ）作型はマルチ普通掘り栽培で、第１回目の追肥時にフイルムを除去。供試品棚は「十垂｣。

普通掘りサトイモ施肥窒素の試験区構成を第４表に示

した。早掘りサトイモ試験と同様に、標準区及び無窒素

区を４か年の試験に供した。標準区のlOa当たり施肥窒

素成分量は、基肥１０kg、追肥８kgの合計18kgとし、基肥

はCDU-S555（窒素15％－リン酸15％－加里15％）を圃場

全面に、追肥は同肥料を２時期に分けて畦間に施用後、

ロータリ耕で混和した。

試験開始の1999年は、標準区の基肥・追肥の窒素施用

量を同率に30％、６０％及び150％とした試験区を設けた。

２年目以降の窒素を減量した試験区は、前年の収量及び

品質調査結果を考慮して設定した。すなわち、2000年試

験は、すべて標準区窒素施用量の70％量とし、基肥の全

面全層及びベッド部施用区、追肥なしで基肥にNKロング

180日タイプのベッド部施用区を設けた。2001年試験は、

標準区窒素施用量の70％量で基肥のベッド部施用区、追

肥は標準区と同量に、基肥をなし（窒素44％量）及び標

準区の46％量のベッド部施用（窒素70％量）とした、追

肥量を減じない試験区を設けた。2002年試験は、すべて

標準区窒素施用量の70％量とし、基肥を標準区の46％量

の全面全層及びベッド部施用の追肥を減じない試験区を

設けた。試験規模は１区66㎡の２反復とした。

リン酸は、基肥と追肥を合わせたlOa当たりの成分量

で32kg、同様に加里は27kgとし、それぞれ過リン酸石灰

及び硫酸加里で調整した。なお、堆肥は無施用とした。

第４表普通掘りサトイモ施肥窒素の試験区構成

基肥・追肥とも標準区の30％壁

基肥なし、追肥は標準区と同且

基肥・追肥とも標準区の60％量

〃７０％量

同上（基肥はベッド部施用）

追肥なし、基肥はNKロング180日タイプ
(20-0-13)をベッド部施用

基肥は標準区46％量をベッド部施用
追肥は標準区と同量(追肥重点）

基肥は標準区46％量を全面施用
追肥は標準区と同量(追肥重点）

基肥・追肥とも標準区の150％量

試験区

(基肥の施用法）

試験年次(年）
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０
０
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６

●
●
①
ｐ
甲
●

３
０
６
７
７
２１

○
’
○

○

れる硝酸態窒素を銅・カドミウム還元一ナフチルエチレ

ンジアミン法で定量した（土壌環境分析法編集委員会編、

1997)。ろ液中の硝酸態窒素濃度と含水率から乾土当た

りの硝酸態窒素含量を求めた。

施肥前土域の０～15cm及び15～30cmの２層については、

可給態窒素含量を測定した。土壌を風乾後に最大容水量

の60％に水を添加し、３０℃で28日間培養し、増加した無

機態窒素量で示した。

注Ｉ）堆肥は各年度とも無施用とした。

２）リン酸（基肥+追肥）は各年・各試験区とも32kg/lOa、加里（同）は27kg/lOilとし、不足分は過リン酸石灰及び硫酸加里で調整した。

標準（全面全層）
Ｎ100％

無窒素

基肥はCDU-S555('5-15-15)を全面全層、
追肥は同肥料を２回に分けて条施用

３．施肥前及び収穫期の土壌中硝酸態窒素含量

両作型とも、基肥施用の前日または当日及び収種日に、

ホールオーガ（大起理化工業社製）を用いて、地表面か

ら９０ｃｍまでの土壌を15cmごとの６層に分けて採取した。

１区当たり２地点から採取し、同一土層ごとに混和して

分析に供した。

分析は、生土209に１０％KCO水溶液90mOを加えて30分振

とう後、Ｎｑ６ろ紙でろ過し、フローインジェクション分

析装置（日立製作所製K-lOOO型）を用いて、ろ液に含ま

４
０
８
６
６
６

■
●
●
●
●
●

５
８
０
２
２
２

１
１
１
１

Ｎ３０%(全面全層）

Ｎ４４%(追肥のみ）

Ｎ６０%(全面全層）

Ｎ７０%(全面全層Ａ）

Ｎ７０%(ベッド部Ａ）

Ｎ７０%(ベッド部Ｂ）

○

○
○
○

４
０
８
６
６
０

●
●
①
●
■
●

２
８
４
５
５
０

○
○

○
一

Ｎ７０%(ベッド部Ｃ）

Ｎ７０%(全面全層Ｂ）

N150%(全面全層）

○

４．６８．０１２．６

４．６８．０１２．６

１５．０１２．０２７．０



１００

(2,756）

７０

製NC-900）を用いて測定した。乾物率と窒素含有率から

部位別の新鮮物当たり窒素含有率を、乾物重及び窒素含

有率から部位別の窒素吸収量を算出した。

４．植物体の窒素吸収量

各作型とも収種期を含めて４時期（Ｉ～Ⅳ期）に１区

当たり10株を掘り上げ、部位別に調査した。早掘りサト

イモのＩ期は植付け後58～65日、Ⅱ。Ⅲ期は、それぞれ

土寄せ(追肥)前に調査した。普通掘りサトイモの１．Ⅱ．

Ⅲ期は、それぞれ土寄せ（追肥）前に調査した。

各時期の植物体を地上部（葉身・葉柄）と地下部（分

球芋・親芋・根）に分けて新鮮重を測定した。Ⅳ期（収

種期）の芋は、親芋と分球芋（子芋・孫芋）に分け、分

球芋は出荷規格（千葉県、1999年）に準じて等級と階級

別に計量した。次に、各部位を細断し、１期は全調査株、

Ⅱ期以降は約１kgの試料を70℃で48時間乾燥後に乾物重

を測定した。乾燥した試料は0.5ｍメッシュで粉砕し、

分析に供した。

試料の窒素含有率は乾式燃焼法（住化分析センター社

Ⅲ 結 果

１．早掘りサトイモの生育、収量及び土壌中硝酸態窒素

含量

施肥窒素量及び施用法の違いによる早掘りサトイモの

収量調査結果を第５表に示した。

ニンジン栽培跡の1999年試験において、標準区のlOa

当たり総芋重は2,845kgで、試験区の中で最も多かった。

標準区の総芋重に対する重量比率は、高い順からN60％

区が92％、Ｎ150％区が90％、Ｎ30%区が71％、無窒素区が

66％であった。

第５表施肥窒素量及び施用法の違いによる早掘りサトイモの収量調査結果

１００

(2,884）

９１

総芋重及び正品重の標準区比(％）窒素

施用量

(kg/lOa）

試験区

(基肥の施用法）

１００

(2,058）

９８

2002年2001年2000年1999年

0.0

1６

たり総芋重は2,756kg、無窒素区の重量比率は70％であ

った。標準区の総芋重に対する重量比率は、Ｎ60％（ベッ

ド部A）区が105％、Ｎ60％（全面全層）区が85％で、正品

重比率はそれぞれ104％、８７％であった。

以上の結果、施肥窒素を標準の60％に減じ、基肥を

ベッド部に施用する早掘り栽培で、標準窒素施用量の栽

培と同等以上の収品及び品質が得られた。

生育日数と生育調査日が近似した2001年と2002年にお

ける、早掘りサトイモの生体重の推移を第１図に示した。

生育期間を通して、葉の生体重は芋に比べて多く、いず

れも2001年が多かった。標準区とN60％（ベッド部Ａ）区

との生育差は小さく、これらの区と無窒素区との差はⅢ

期（植付け後112～119日）以降に拡大した。また、無窒

素区の葉色は、標準区に比べてⅢ期調査以降に薄れた

（データ略)。

注ｌ）総芋砿は、子芋と孫芋の合計煎鼠を示す。

２）正品亜は、Ｍ～31,の範囲で、商品性の商いＡ品の重亜を示す。

３）標鵡区の（）は実数(kg/lOil）を示す。

ニラ栽培跡の2000年試験において、標準区のlOil当た

り総芋重は3,511kgを示し、４か年の試験で最も多かっ

た。標準区の総芋重に対する重量比率は、Ｎ60％（全面全

層）区が111％、Ｎ60％（ベッド部Ａ）区が110％、Ｎ60％

（ベッド部Ｂ）区が108％と、いずれも高かった。また、

商品性の高いＡ品で、大きさM～3Lの正品重の比率は113

～127％を示し、収睡、品質とも窒素を減量した各試験区

が優れた。

スイートコーン栽培跡の2001年試験において、標準区

のlOil当たり総芋重は2,884kg、無窒素区の重量比率は

91％であった。標準区の総芋重に対する重量比率は、

N67％（ベッド部）区が119％、Ｎ60％（ベッド部Ａ）区が

113％、Ｎ60％（全面全層）区が92％であった。正品重比

率はN60％（ベッド部Ａ）区が121％と最も高かった。

ダイズ栽培跡の2002年試験において、標準区のlOa当

総芋重総 芋 重 正 品 重 総 芋 重 正 品 重 総 芋 重 正 品重
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第１図早掘りサトイモの生体重の推移

注ｌ）2001年と2002年の標地区、無窒素区及びＮ60％(ベッド部Ａ)区のデータを示す。

２）葉は莱身と葉柄、芋は分球芋と親芋の、それぞれ合計を示す。

０３０ 1５０１８０

～2.1mgで、前者が多かった。

収穫期における2001年圃場の硝酸態窒素含量は、深さ

45cm以下の土層で多かった。収穫期の乾土lOOg当たり硝

酸態窒素量は、深さ90cmまでの６層の平均値で、標準区

の3.8mgに対し、Ｎ60％（全面全層）区が4.2mgと同程度、

N60％（ベッド部A）区が2.6mgと少なかった。一方、２００２

2001年と2002年における施肥前及び収穫期の深さ別土

壌中硝酸態窒素含量を第２図に示した。施肥前の乾土

lOOg当たり硝酸態窒素量は、深さ90cmまでの６層の平均

値で、スイートコーン栽培跡の2001年が3.2～5.0mg、ダ

イズ栽培跡の2002年が0.4～0.8mgで、両年の圃場間差が

大きかった。残存窒素量の多い2001年の試験圃場は、深

さ45cm以下で硝酸態窒素含量の比率が高かった。施肥前

圃場における深さ０～30cm間の可給態窒素含量は、２００１

年圃場が乾土lOOg当たり8.0～9.9,9,2002年圃場が1.5

年圃場の収種期の値は0.5～1.2mgの範囲であった。

硝酸態窒素含量（mg/lOOg乾土）
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1７

第２図早掘りサトイモ圃場の施肥前及び収種期の深さ別土壌中硝酸態窒素含量

注）白抜きが施肥前、黒が収俄期を示す。

2002年(ダイズ栽培跡）
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２．早掘りサトイモの窒素吸収特性

2001年と2002年における部位別窒素吸収量の推移を第

３図に示した。窒素吸収量は、生体重と同様の推移を示

し、両年の圃場間差が見られた。両年とも生育前半は、

葉の窒素吸収量が芋に比べて多く推移したが、収穫期に

近づくにしたがい両者の差は縮小した。また、標準区と

N60％（ベッド部Ａ）区の窒素吸収量の推移は類似してい

た。収種期における標準区のlOa当たり窒素吸収量は、

葉が8.2～9.2kg、親芋を含む芋が8.1～8.7kgであった。

両年の各試験区におけるlOa当たり窒素吸収量の平均

値は、無窒素区が12kg、標準区が17kg、窒素を60％に減

量した２試験区が16～18kgであった。その結果、施肥窒

素利用率は、Ｎ60％（ベッド部Ａ）区が77％と最も高く、

次いでN60％（全面全層）区の53％、標準区の45％となっ

た。
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藷
Ⅲ期(７月１７日）１V期(８月20日）１期(５月30日）Ⅱ期(６月１７日）

（同１１２日）（同146日）（植付け後65日）（同83日）

第３図早掘りサトイモの部位別窒素吸収量の推移

１期(５月28日）

(植付け後62日）

1８

花品重比率はそれぞれ104％、９６％であった。

以上の結果、追肥は標準と同量とし、基肥窒素量を半

減したベッド部施用（標準の70％窒素量）の普通掘り栽

培で、標準窒素施用量の栽培と同等以上の収量及び品質

が得られた。

生育日数と生育調査日が近似した2001年と2002年にお

ける、普通掘りサトイモの生体重の推移を第４図に示し

た。台風により葉が損傷、欠落した2001年のⅢ期を除い

て、葉の生体重は、１期(植付け後55～60日)からⅢ期(同

140～144日）まで直線的に増加した。また、両年ともⅣ

期（収種期）の葉のデータがないが、これは霜害により

葉が枯死したためである。一方、芋の生体重は、Ｉ期か

らⅡ期（同103～104日）及びⅢ期からⅣ期は緩慢に、Ⅱ

期からⅢ期は急速に増加するＳ字曲線を示した。標準区

とN70％（ベッド部Ｃ）区との生育差は小さく、無窒素区

との差は、葉ではⅡ期以降に、芋ではⅢ期以降に拡大し

た。

2001年と2002年における深さ90cmまでの硝酸態窒素量

は、施肥前が乾土lOOg当たり0.5～1.0mg、収種期が0.1～

1.7mgであった（データ省略)。

３．普通掘りサトイモの生育、収量及び土壌中硝酸態窒

素含遍

施肥窒素量及び施用法の違いによる普通掘りサトイモ

の収量調査結果を第６表に示した。

エダマメ栽培跡の1999年試験において、標準区のlOa

当たり総芋重3,014kgに対する重量比率は、高い順から

N150％区が104％、Ｎ60％区及びN30％区が88％、無窒素区

が64％であった。

カンショ栽培跡の2000年試験において、標準区のlOa

当たり総芋重2,494kgに対する重量比率は、Ｎ70％（ベッ

ド部Ａ）区が104％、Ｎ70％（ベッド部Ｂ）区が92％、Ｎ70％

（全面全層Ａ）区が87％であった。また、これら３試験

区の正品重比率は69～90％であった。

ゴボウ栽培跡の2001年試験において、標準区のlOa当

たり総芋重2,556kgに対する重量比率は、Ｎ70％（ベッド

部Ｃ）区が99％、Ｎ70％（ベッド部Ａ）区が97％、Ｎ44％

（追肥のみ）区が95％であった。また、これら３試験区

の正品重比率は94～101％であった。

ラッカセイ栽培跡の2002年試験において、標準区の

lOa当たり総芋重2,649kgに対する重量比率は、Ｎ70％（全

面全層Ｂ）区が105％、Ｎ70％（ベッド部Ｃ）区が104％で、

注）第１図の注２）に同じ。

Ⅱ期(６月１８日）

（同83日）
Ⅲ期(７月23日）

（同１１９日）

Ⅳ期(８月２２日）

（同149日）
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第６表施肥窒素量及び施用法の違いによる普通掘りサトイモの収量調査結果

８７

１０４

９２

総芋重及び正品重の標準区比(％）窒素

施用量

(kg/lOa）

試験区

(基肥の施用法）

9４

2002年2000年 2001年1999年

9９

1２．６

1９

１．窒素吸収特性から試算した窒素施用量

本試験は村山（1984）の考えを基本に施肥窒素の試験

区を組んで実施した。すなわち、目標収量を得るために

必要な養分量を「目標総芋重に対応した収種期の窒素吸

収量」(A)、養分の天然供給量を｢無窒素区の窒素吸収量」

（B)、肥料養分の利用率を「施肥窒素利用率」（C）とし

た場合、農作物の施肥量は、ＡからＢを差し引き、Ｃで

除することから求められる。

４か年の試験で得られたデータから、サトイモ収穫期

の窒素吸収量と総芋重の関係を第６図に示した。早掘り

サトイモでは両者に高い相関が認められた（R2＝0.836)。

総芋重総芋重正品重総芋重正品重総芋重正品重

Ⅳ考 察

標準（全面全層）
NlOO％

1８．０ １００

(1,768）

９２

１００

(1,223）

５５

ｌＯＯ

(2,556）

８５

１００

(1,652）

９２

１００

(2,649）

８３

ｌＯＯ

(2,494）

６８

１００

(3,014）

６４無窒素 0.0

27.0

Ｎ３０%(全面全層）

Ｎ４４%(追肥のみ）

Ｎ６０%(全面全層）

Ｎ７０%(全面全層Ａ）

Ｎ７０%(ベッド部Ａ）

Ｎ７０%(ベッド部Ｂ）

Ｎ７０%(ベッド部Ｃ）

Ｎ７０%(全面全層Ｂ）

N150%(全面全層）

5.4 8８

9５１０１8.0

8８1０．８
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2002年
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注）第５表の注ｌ）、

１２．６

４．普通掘りサトイモの窒素吸収特性

2001年と2002年における部位別窒素吸収量の推移を第

５図に示した。窒素吸収量は、生体重と同様の推移を示

した。標準区及び窒素を70％に減量した２試験区の窒素

吸収量の推移は類似していた。2002年のⅢ期における標

準区のlOa当たり窒素吸収量は、葉が10.1kg、芋が6.0kg，

Ⅳ期の芋は13.9kgであった。

両年のⅢ期の各試験区におけるlOa当たり窒素吸収量

の平均値は、無窒素区が９kg、標準区が15kg、Ｎ70％

（ベッド部Ｃ）区が15kgであった。その結果、施肥窒素

利用率は、標準区が34％、Ｎ70％（ベッド部Ｃ）区が48％

を示した。

1８０２１０

9８ １０４

１０５
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１０４

1２．６

1２．６
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植付け後日数(日）植付け後日数（日）

第４図普通掘りサトイモの生体重の推移

注ｌ）2001年と2002年の標準区、無窒素区及びＮ70％(ベッド部Ｃ)区のデータを示す。

２）慣行の収穫期（Ⅳ期）は霜害により葉が枯死し、データはない。

３）その他は第１図の注２）に同じ。
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第５図普通掘りサトイモの部位別窒素吸収量の推移
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２．施肥窒素を減量したサトイモ栽培

早掘り及び普通掘りサトイモ栽培を対象に前作物の異

なる圃場で４か年、減窒素栽培試験を行った。早掘りサ

トイモの標準窒素施用量は、基肥がlOa当たり１０kgの全

面全層施用、追肥が２kgの合計12kgとした。試験の結果、

標準の60％窒素量（7.2kg）で、基肥をベッド部に施用し

た早掘り栽培は、標準施肥栽培と同等以上の収量、品質

が得られた。その場合の施肥窒素利用率（平均）は77％

を示し、標準の45％を大きく上回った。

林（1985）によると、サトイモは吸肥力が強いが、肥

料濃度が高いと生育が抑制され、特に生育初期は濃度障

害を起こしやすく、基肥は全層施肥を薦めている。本試

験では、圃場面積の60％に相当するベッド部に、標準の

60％窒素量の基肥を施用した。したがって、基肥施用部

分の肥料濃度は標準と同等であり、濃度障害の問題はな

い。

サトイモは、土壌病害や線虫害を回避するため連作す

一方、普通掘りサトイモでは両者の相関がやや低下した

（R2＝0.579)。生育期間の長い普通掘りサトイモは、芋

の肥大後期は窒素に比べて加里の吸収量が多く、収量に

及ぼす窒素の依存度が低下する（林、1973)。また、本試

験の一部の年次では台風や霜害などの物理的な損傷によ

り生育後期の葉の生体重が減少し、正確な窒素吸収量が

把握しにくかった。これらの要因から普通掘りサトイモ

の収種期の窒素吸収量と総芋重の関係が弱まったものと

推察される。

４か年を通して設定した標準区及び無窒素区の平均値

を用いて、第６図の関係式から施肥量を求めてみると、

早掘りサトイモでは、標準区（窒素12kg）のlOa当たり総

芋重2,999kgに相当する収穫期窒素吸収量は17.6kgとな

る。これに無窒素区の窒素吸収量12.2kg、標準区の施肥

窒素利用率53％から、施肥量は10.1kgと算出された。同

様に、普通掘りサトイモでは、標準区（窒素18kg）の平

均総芋重2,678kgに相当するⅢ期窒素吸収量は15.1kg、

無窒素区の窒素吸収量8.4kｇ（Ⅲ期)、施肥窒素利用率

40％（Ⅲ期）から施肥量は16.8kgと算出された。施肥窒

素の減量化を図るうえで、無窒素区の窒素吸収量（天然

供給量）を増やし、施肥窒素利用率を高める栽培法が重

要となる。

０ ５１０１５２０２５３０ ０５１０１５２０２５３０

収穫期窒素吸収量(kg/lOa）Ⅲ期窒素吸収量(kg/lOa）

第６図サトイモ収種期の窒素吸収量と総芋重の関係

注ｌ）普通掘りサトイモはⅢ期の窒素吸収凪とした。

２）各プロットは、各試験区の反復のデータを示す。

０

Ⅱ期(８月７日）

（同103日）
Ⅳ(11月１９日）

（同207日）
１期(６月１８日）

(植付け後55日）
Ⅱ期(８月６日）

（同104日）

Ⅲ期(９月１１日）
（同140日）

Ⅳ(11月１２日）

（同202日）
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ることは少なく、３～４年の輪作体系が取られている

（林、1973)。４か年の試験の中で、スイートコーン栽培

跡である2001年圃場の残存窒素量が最も多かった。無窒

素区の総芋重は標準区の91％に達し、正品重比率も96％

と高かった。

草川（2001）は、ニンジン栽培において前作物の残存

窒素を考慮した好適窒素施肥量を決定し、減肥に結びつ

く結果を得ている。篠原ら（1989）は、カンシヨ基幹の

圃場にサトイモや落花生を取り入れた作付体系を土壌窒

素の変化から評価した。窒素吸収特性に基づいた施肥体

系並びに残存窒素を次作に活用する作付体系は、施肥窒

素の減量化と畑地からの窒素負荷の軽減に結びつくもの

と考えられる。

今回の試験では、普通掘りサトイモの標準窒素施用量

は、基肥がlOa当たり10kgの全面全層施用、追肥が８kgの

合計18kgとした。その結果、追肥は同量とし、基肥を半

減したベッド部施用（標準の70％窒素量；１２．６kg）で標

準施肥栽培並みの収量、品質が得られた。その場合の施

肥窒素利用率（平均）は48％を示し、標準の34％を上回

った。

普通掘りサトイモは４か年とも残存窒素量の少ない圃

場条件での試験となった。本試験の当初は、基肥と追肥

を同率に減量した試験区を設定したが、生育期間の長い

作型を考慮して、試験後半は追肥量を同量として基肥の

みを減らす試験区を組んだ。北田（2006）が示したサト

イモの養分吸収特性によると、窒素吸収は、親芋が肥大

し始める定植50日以降に急激に増加し、収種直前にやや

停滞する程度で衰えることなく旺盛である。生育期間の

長い普通掘りサトイモ栽培では、生育後期に必要な窒素

の供給が重要であり、追肥重点の施肥体系による施肥窒

素の減量化が有効と考えられる。

本試験は、堆肥を施用せずに化学肥料のみで実施した

が、慣行のサトイモ栽培では堆肥を施用することが多い。

今後の課題として、堆肥に含まれる窒素成分を考慮した

適正窒素施用量の把握が必要である。

両作型において窒素を減量した試験区の窒素吸収量は、

生育期及び収種期ともに標準区とほぼ同等であった。ま

た、収穫後土壊の硝酸態窒素含量は標準区に比べて減少

した。

これらの結果から、千葉県の火山灰土のサトイモ栽培

におけるlOa当たり窒素施用量は、従来の施肥基準量の

60～70％に当たる早掘り栽培が７kg、普通掘り栽培が

13kgが適正と考えられる。

2１

Ｖ摘 要

前作物の異なる火山灰土圃場で早掘り及び普通掘りサ

トイモの減窒素栽培試験を行い、有効な施肥法と窒素吸

収特性を明らかにした。

１．早掘り栽培では、標準窒素施用量12kg/lOaの60％相

当量に基肥・追肥を減量し、基肥をベッド部施用し

た場合に標準施肥栽培と同等以上の収量、品質が得

られた。その場合の施肥窒素利用率（平均）は77％

を示し、標準の45％を大きく上回った。

２．普通掘り栽培では、標準窒素施用量18kg/lOaの70％

相当量で、追肥は標準と同量として基肥窒素量を半

減したベッド部施用によって、標準施肥栽培並みの

収量、品質が得られた。その場合の施肥窒素利用率

（平均）は48％を示し、標準の34％を上回った。

３．両作型において窒素を減量した試験区の窒素吸収量

は、生育期及び収種期ともに標準区とほぼ同等で、

収穫後土壌の硝酸態窒素含量は減少した。

４．収穫期の窒素吸収量と総芋重の関係では、早掘りサ

トイモに高い相関が認められた（R2＝0.836）が、普

通掘りサトイモの相関はやや低下した（R2＝0.579)。
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CultivationofElrobyNitrogen比rtilizerApplication

BasedonNitrogenAbsorptionCharacteristics

MakotoINo,KenjiSuzuKIandKenjiSAITo

Keywords：taro,nitrogenapplication,amountoffertilize喝nitrogenabsorptioncharacteristics，

recoveryrateoffbrtilizernitrogen

Sｕｍｍｏｒｙ

ThetarowasgrownbythecultivationwhichreducedthenitrogenfertilizerinAndosol,theeffbctive

methodof企rtilizerapplicationandnitrogenabsorptioncharacteristicswereinvestigated、

1．Intheearlyharvesting,asfbrthecultivationwhichreducedthenitrogenfertilizerto60％(stripe

application)ofthestandard(Ｎ12kg/10a),theyieldequivalenttothestandardwasobtained・The

recoveryrateoffbrtilizernitrogeninthiscaseshowed77％,ａｎｄexceeded４５％ofthestandard、

2．Inthelateharvesting,asfbrthecultivationwhichreducedthenitrogenfertilizerto70％(stripe

application)ofthestandard(Ｎ18kg/10a),theyieldequivalenttothestandardwasobtained,The

recoveryrateoffertilizernitrogeninthiscaseshowed48％,ａｎｄexceeded３４％ofthestandard，

3．Inbothcroppingtypes，theamountofnitrogenabsorptiononthecultivationwhichreducedthe

nitrogenfertilizerwasalmostthesameasthestandard､Astheresult,thenitratenitrogencontent

inthesoilafterharvestdecreasedfromthestandard、

4．Ｉｎｔｈｅｒｅｌａｔｉｏｎｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅａｍｏｕｎｔｏfnitrogenabsorptionandtheyield，highcorrelationwas

acceptedintheearlyharvesting(R2=0.836),butinthelateharvestingthecorrelationfellalittle

（R2=0.579)．

2２


